
連絡先：自動車交通局技術安全部審査課リコール対策室
TEL：03－5253－8111　内線42353
アドレス：http://www.mlit.go.jp

リコール届出一覧表

リコール届出日： 平成20年4月14日

車名 型式 通称名
リコール対象

車の台数
備考

KL225 42

NTX227 3

KL245 66

クボタ NTX247 5

KL265 123

NTX267 3

KL285 64

NTX287 1

改善措置の内容

不具合件数

リコール届出番号

届出者の氏名又は名称

不具合の部位（部品名）

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

平成20年4月15日2098

左後車輪

リコール開始日

株式会社　クボタ
代表取締役　社長　幡掛大輔

問い合わせ先：　機械品質保証本部
ＴＥＬ：072－241－1125

EDM-KL3A

EDM-KL3B

左後車輪の取付けボルト・ナットの締付け力が不足しているものがある。そのため、そのまま使用し
続けると、最悪の場合、左後車輪が脱落するおそれがある。

自動車使用者及び自動車
分解整備事業者に周知さ

せる
ための措置

全車両、左後車輪の取付けボルト・ナットを点検し、締付け力不足の場合は正規の締付け力で締付
ける。また損傷がある場合は新品に交換する。

　国内：　０件

社内からの情報による

・使用者：使用者を把握しているため、直接訪問して通知する。
・自動車分解整備事業者：全使用者を把握しているため周知の措置は取らない。
・改善実施済車には、製造者銘板近傍にNo.2098のステッカーを貼付する。

発見の動機

KL3B－１2069　～　KL3B－12282
平成20年2月6日　～　平成20年2月22日

KL3A－１1098　～　KL3A－11253
平成20年2月1日　～　平成20年3月5日

KL3A－１1094　～　KL3A－11236
平成20年2月1日　～　平成20年3月3日

KL3A－１1110　～　KL3A－11241
平成20年2月4日　～　平成20年3月4日

KL3B－１2013　～　KL3B－12362
平成20年2月1日　～　平成20年3月3日

KL3B－１2019　～　KL3B－12348
平成20年2月1日　～　平成20年2月29日

KL3B－１2234
平成20年2月20日

リコール対象車の車台番号
（シリアル番号）の範囲及び製作期間

KL3A－１1092　～　KL3A－11225
平成20年2月4日　～　平成20年2月28日

　無し事故の有無



車名 型式 通称名
リコール対象

車の台数
備考

F2100KL 3

KL315 73

NTX317 1

KL335T 5

KL345 133

NTX347 2

F2200KL 6

KL385 26

KL415 44

クボタ EDM-KL3E KL465 13

KL505 54

NTX507 4

SB-KL3G KL555 10

KT210 41

TZ210 7

KT230 38

KT250 35

TZ250 3

KT280 7

KT300 8

T240D 90

TZ240S 10

（計10型式） （計30車種） （計920台）

【注意事項】
リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

（製作期間の全体の範囲）
平成20年2月1日　～　平成20年3月5日

EDM-KL3D

KL3C－１2347
平成20年2月20日

KL3C－１2190　～　KL3C－12574
平成20年2月8日　～　平成20年3月3日

KL3D－１0744　～　KL3D－10886
成20年2月1日　～　平成20年2月28日

EDM-KL3C

KL3D－１0731　～　KL3D－10867
平成20年2月1日　～　平成20年2月26日

KL3C－１2063　～　KL3C－12535
平成20年2月1日　～　平成20年2月29日

KL3C－１2060　～　KL3C－12540
平成20年2月1日　～　平成20年2月29日

KL3C－１2451　～　KL3C－12480
平成20年2月25日　～　平成20年2月27日

KL3D－１0745　～　KL3D－10797
平成20年2月1日　～　平成20年2月11日

SB-KL3F

KL3E－１0153　～　KL3E－10169
平成20年2月6日　～　平成20年2月26日

KL3F－１0552　～　KL3F－10678
平成20年2月1日　～　平成20年3月3日

KL3F－１0563　～　KL3F－10659
平成20年2月5日　～　平成20年2月26日

SA-KTD

KL3G－１0136　～　KL3G－10150
平成20年2月6日　～　平成20年2月21日

KTD－１2614　～　KTD－12690
平成20年2月1日　～　平成20年2月29日

KTD－１2621　～　KTD－12706
平成20年2月5日　～　平成20年3月5日

SA-KTE　

KTE－１6344　～　KTE－16462
平成20年2月1日　～　平成20年3月3日

KTE－１6343　～　KTE－16456
平成20年2月1日　～　平成20年2月29日

KTE－１6415　～　KTE－16431
平成20年2月22日　～　平成20年2月26日

SA-KTF

KTF－１3774　～　KTF－13974
平成20年2月1日　～　平成20年2月28日

KTF－１3772　～　KTF－13972
平成20年2月1日　～　平成20年2月28日

KTF－13776　～　KTF－13973
平成20年2月1日　～　平成20年2月28日

KTF－１3787　～　KTF－14021
平成20年2月4日　～　平成20年3月5日

KL3C－１2086　～　KL3C－12128
平成20年2月4日　～　平成20年2月6日

リコール対象車の車台番号
（シリアル番号）の範囲及び製作期間


